
  

行動分析から見た親子関係のパターン化の検討 

～「動く紙おもちゃ作り」の親子活動～ 

A study of patterned method of parent-child relationship in Behavior analysis. 
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 親と幼児・小学生の「動く紙おもちゃ作り」の共同作業は，親と子どもの相互関係が記録でき，

その活動の中から特徴を読みとることができる．たとえば，親が中心になって活動，子どもが中

心になって活動，両者が相互に役割（特色）をもっての活動などの行動を見ることができる．こ

れらをより正確に行動分析・判断するには，どのような処理をすればその可能性とそのパターン

化ができるかを検討した．また，「動く紙おもちゃ作り」の親子の共同作業が時間的なプロセスか

らの判断材料，相互の作業状況（親子の行動カテゴリーからの判断資料）の処理方法などから，

親子の関係からさらに，学校教育での学習者間授業研究の課題も出てきた． 
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１．はじめに 

 

「動く紙おもちゃ作り」の共同作業は，親

子の関係がその活動にその特徴が出てくるこ

とが論文「『動く紙おもちゃ作り』の親子の共

同作業の映像分析と行動のコード化～一連の

作業プロセスのデータ処理～」，「『動く紙おも

ちゃ作り』の共同作業での親子の相互関係の

時系列表示法の検討」，「行動カテゴリーの相

互の関連表の作成と親子の関係の比較分析」

によって明らかになってきた．とくに，親子

の共同作業で見えるそれぞれの特徴は，子ど

もの年齢や地域性など多様な条件と，関係す

ると考える．基本的な研究，分析，処理には，

これらのパターン化が必要である． 

 このため，今回，一連の「動く紙おもちゃ

作り」の研究で，親子の活動のパターン化の

基本的な調査研究を行い，その傾向について

検討したので報告する． 

 

 

２．共同作業の行動記録 

 

岐阜と沖縄でのテレビ会議システムを用い

て同時開催し，それぞれの活動を，観察記録

による行動を記述した活動原簿の作成をした．

行動カテゴリーで分類・コード化し，行動原

簿を作成し，基礎データとした． 

 

（１）行動カテゴリー表 

 今回，「動く紙おもちゃ作り」のために，フ

ランダース，OSIA，坂元昻等の行動カテゴ

リーを参考に作成した．共同で利用した行動

カテゴリーを次に示す． 

 



この表をもとに，次のように５秒間隔で映像をコード化した． 

 

（２）５秒間隔の映像 

沖縄（親子の様子：5 秒間隔） camera-1 
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（３）行動カテゴリーを用いたコード原簿表

活動原簿表 2009年10月11日

教材　　　　　　　　　　　　　　　　NO.        ｶﾗｶﾗ 1
グループ名 　            記録者

　分　　秒 P（親） S(子） 行動記録メモ
5 ２０分０３ ○ P5c ○ S5c ＰとＳで一緒に作り始める。

10 ２０分０８ ○ P5c ○ S5c ＰとＳで一緒に作る。
15 ２０分１３ ◎ P5a ○ S5a ＰがＳのコップを支え、Ｓがシールをはる。
20 ２０分１８ ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面の説明を聞く。
25 ２０分２３ ○ P4 ○ S4 ＰとＳで材料を持つ。
30 ２０分２８ ◎ P ○ S ＰにＳが材料を渡している。
35 ２０分３３ ◎ P5a  S Ｐが一人で作業する。Ｓはそれを見ている。
40 ２０分３８ ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面の説明を聞く。
45 ２０分４３ ◎ P5a  S1 Ｐが一人で作業する。Ｓは画面を見ている。
50 ２０分４８ ◎ P5a  S1 Ｐが作業をして、Sは画面を見ている。
55 ２０分５３ ◎ P5a  S13a Ｐの作業をＳが見ている。
60 ２０分５８ ◎ P5a  S13a Ｐの作業をＳが見ている。
5 ２１分０3 ○ P5c ○ S5c ＰとＳで作業を始める。

10 ２１分０8 ○ P3 ◎ S5a Ｐに作り方を聞き、Ｓが作業している。
15 ２１分１３ ○ P ◎ S5b Ｐが教え、Ｓが作っている。
20 ２１分１８ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作業をして、Sはそれを見ている。
25 ２１分２３ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作業をして、Ｓはそれを見ている。
30 ２１分２８ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作業をして、Ｓはそれを見ている。
35 ２１分３３ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作業をして、Ｓはそれを見ている。
40 ２１分３８ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作業をして、Ｓはそれを見ている。
45 ２１分４３ ◎ P5a ○ S Ｐが作っている横で、Ｓも材料を触る。
50 ２１分４８ ◎ P5a ○ S Ｐの作業をＳが見手伝おうと材料を触る。
55 ２１分５３ ◎ P5a ○ S5a Ｐが作品を作り、Ｓがテープを切っている。
60 21分５８ ◎ P5a ○ S5a Ｐが作品を作り、Ｓがテープを切っている。
5 ２２分０３ ◎ P5a ○ S5a Ｐが作品を作り、Ｓがテープを渡している。

10 ２２分０８ ◎ P5a ○ S13a Ｐが作業して、Ｓは見ている。
15 ２２分１３ ◎ P5a ○ S13a Ｐが作業して、Ｓは他の材料を触っている。
20 ２２分１８ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳに作り方を教えている。
25 ２２分２３ ◎ P5a ○ S1 Ｐが作り、Ｓが見ている。
30 ２２分２８ ◎ P5a ○ S9 Ｐが作り、Ｓが見ている。
35 ２２分３３ ○ P5c ○ S5c ＰとＳで一緒に作っている。
40 ２２分３８ ◎ P5c ○ S9 Ｐが作り、Ｓが見ている。
45 ２２分４３ ◎ P12 ○ S5b Ｐが誘導しながらＳが作業している。
50 ２２分４８ ◎ P12 ○ S5b Ｐが誘導しながらＳが作業している。
55 ２２分５３ ◎ P12 ○ S5b Ｐが誘導しながらＳが作業している。
60 ２２分５８ ◎ P5a  S5b Ｐが作業をして、Ｓは画面を見ている。
5 ２３分０３ ◎ P5a ○ S5b Ｐが作業して、Ｓはそれを見ている。

10 ２３分０８ ◎ P5a ○ S5c Ｐが作業して、Ｓが手伝っている。
15 ２３分１３ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳに作り方を教えている。
20 ２３分１８ ◎ P5a ○ S1 Ｐが作業して、Ｓは画面を見ている。
25 ２３分２３ ◎ P5a ○ S5b Ｐが作業しているのをＳが手伝おうとしている。
30 ２３分２８ ○ P13a ○ S13a ＰとＳで材料を探している。
35 ２３分３３ ○ P13a ○ S13a ＰとＳで材料を探している。
40 ２３分３８ ○ P13a ○ S13a ＰとＳで材料を探している。
45 ２３分４３ ○ P13a ○ S13a ＰとＳで材料を探している。
50 ２３分４８ ◎ P13a ○ S13a Ｐが材料を見つけ、Ｓがそれを見ている。
55 ２３分５３ ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面の様子を見ている。
60 ２３分５８ ◎ P5a ○ S9 Ｐが材料を見つけ、Ｓがそれを見ている。
5 ２４分０３ ○ P5a ○ S5a それぞれで折り紙を折っている。

10 ２４分０８ ○ P5a ○ S5a それぞれで折り紙を折っている。
15 ２４分１３ ◎ P3 ○ S5a Ｐに聞きながら、Ｓも作業している。
20 ２４分１８ ○ P5c ○ S5c 互いに教えながら作業している。
25 ２４分２３ ○ P5a ○ S5a それぞれで折り紙を折っている。
30 ２４分２８ ◎ P5a  S× Ｐ一人で作業している。
35 ２４分３３ ◎ P5a  S× Ｐ一人で作業している。
40 ２４分３８ ◎ P5a  S× Ｐ一人で作業している。
45 ２４分４３ ◎ P5a  S× Ｐ一人で作業している。
50 ２４分４８ ◎ P5a  S× Ｐが画面の説明を聞きながら一人で作業している。
55 ２４分５３ ◎ P5a  S× Ｐが画面の説明を聞きながら一人で作業している。
60 ２４分５８ ◎ P5a  S× Ｐが一人で作業している。
5 ２５分０３ ◎ P5a  S× Ｐが一人で作業している。

10 ２５分０８ ◎ P ○ S Ｐが作業し、Ｓが見本の紙をＰに見せている。
15 ２５分１３ ◎ P ○ S9 Ｐが作業し、Ｓがそれを見ている。
20 ２５分１８ ◎ P ○ S9 Ｐが作業し、Ｓがそれを見ている。
25 ２５分２３ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳに作り方を教えている。
30 ２５分２８ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
35 ２５分３３ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
40 ２５分３８ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
45 ２５分４３ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
50 ２５分４８ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
55 ２５分５３ ◎ P3 ○ S5b Ｐの指導のもとに、Ｓが切っている。
60 ２５分５８ ◎ P5a  S× Ｐが一人で切っている。
5 ２６分０３ ◎ P5a  S× Ｐが一人で切っている。

10 ２６分０８ ◎ P5a  S× Ｐが一人で切っている。
15 ２６分１３ ◎ P5a  S× Ｐが一人で折っている。
20 ２６分１８ ◎ P3 ○ S5b ＰがＳに教えながら折っている。
25 ２６分２３ ○ P5c ○ S5a Ｐが支え、Ｓが切っている。
30 ２６分２８ ○ P5c ○ S5a Ｐが支え、Ｓが切っている。
35 ２６分３３ ○ P5c ○ S5a Ｐが支え、Ｓが切っている。
40 ２６分３８ ○ P5c ○ S5a Ｐが支え、Ｓが切っている。
45 ２６分４３ ◎ P5c  S5c Ｐが切ったものを開いている。
50 ２６分４８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業している。
55 ２６分５３ ◎ P1  S13a Ｐが画面を見ながら、作業している。
60 ２６分５８ ◎ P1  S13a Ｐが画面を見ながら、作業している。

 

5 ２７分０３ ◎ P13a  S13a Ｐが材料を探している。
10 ２７分０８ ◎ P5a  S13a Ｐが一人で作業している。
15 ２７分１３ ○ P1 ○ S1 ＰとＳで画面を見ている。
20 ２７分１８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業している。
25 ２７分２３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業している。
30 ２７分２８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業している。
35 ２７分３３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業している。
40 ２７分３８ ○ P5c ◎ S5c Ｐが支え、Ｓがテープを切ってはっている。
45 ２７分４３ ○ P5c ◎ S5c Ｐが支え、Ｓがテープを切ってはっている。
50 ２７分４８ ○ P9 ◎ S5a Ｐが見守り、Ｓがテープを切っている。
55 ２７分５３ ◎ P3 ○ S5b Ｐがテープの切り方を教える。
60 ２７分５８ ◎ P3 ○ S4 Ｐがテープの切り方を教える。
5 ２８分０３ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。

10 ２８分０８ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。
15 ２８分１３ ◎ P2 ○ S9 Ｐが作った部品をＳに見せる。
20 ２８分１８ ◎ P2 ○ S9 Ｐが作った部品を飛ばしてＳに見せる。
25 ２８分２３  P9 ◎ S2 Ｓが作られた部品を手にっ取って見る。
30 ２８分２８  P9 ◎ S2 Ｓが作られた部品を手にっ取って見る。
35 ２８分３３ ◎ P5a ○ S13a Ｐが作業をして、Ｓが部品をもっている。
40 ２８分３８ ◎ P5a  S13a Ｐが作業をしている。
45 ２８分４３ ◎ P7 ○ S4 ＰがＳに手伝うよう指示している。
50 ２８分４８ ○ P5a ◎ S9 Ｓがテープを切り、Ｐが見ている。
55 ２８分５３ ○ P5a ◎ S9 Ｓがテープを切り、Ｐが見ている。
60 ２８分５８ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにテープの切り方を指導する。
5 ２９分０３ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにテープヲ貼るよう指示する。

10 ２９分０８ ○ P5c ◎ S5c Ｐが支え、Ｓがテープをはる。
15 ２９分１３ ○ P5c ◎ S5c Ｐが支え、Ｓがテープをはる。
20 ２９分１８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作っている。
25 ２９分２３ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。
30 ２９分２８ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。
35 ２９分３３ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。
40 ２９分３８ ◎ P5a ○ S9 Ｐがテープをはり、Ｓが見ている。
45 ２９分４３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作っている。
50 ２９分４８ ◎ P13a  S13a Ｐが材料を探している。
55 ２９分５３ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
60 ２９分５８ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
5 ３０分０３ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。

10 ３０分０８ ◎ P1  S× Ｐが画面の説明を聞く。
15 ３０分１３ ◎ P13a  S× Ｐが材料を探す。
20 ３０分１８ ◎ P1  S5b Ｐが画面の説明を聞く。
25 ３０分２３ ◎ P1  S5b Ｐが画面の説明を聞く。
30 ３０分２８ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
35 ３０分３３ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
40 ３０分３８ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
45 ３０分４３ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
50 ３０分４８ ○ P1 ○ S13a Ｐは画面を見て、Ｓは材料を探す。
55 ３０分５３ ○ P1 ○ S1 一緒に画面を見ている。
60 ３０分５８ ◎ P13a  S× Ｐが作り方を考える。
5 ３１分０３ ◎ P13a  S× Ｐが作り方を考える。

10 ３１分０８ ◎ P1  S1 Ｐが画面の説明を聞く。
15 ３１分１３ ◎ P131a S13a Ｐが作り方を考える。
20 ３１分１８ ◎ P13a1 S13a Ｐが作り方を考える。
25 ３１分２３ ◎ P13a  S13a Ｐが作り方を考える。
30 ３１分２８ ○ P13a ○ S× 一緒に作り方を考える。
35 ３１分３３ ◎ P1  S× Ｐが画面の説明を見ている。
40 ３１分３８ ◎ P9  S9 Ｐが材料を手に取る。
45 ３１分４３ ◎ P9  S9 Ｐが材料を手に取る。
50 ３１分４８ ◎ P9 ○ S9 Ｐの作業をＳが見ている。
55 ３１分５３ ◎ P1  S9 Ｐが画面を見ている。
60 ３１分５８ ○ P13a ○ S13a 一緒に材料を探している。
5 ３２分０３ ○ P13a ○ S13a 一緒に部品を見てる。

10 ３２分０８ ◎ P1  S1 Ｐが画面を見てる。
15 ３２分１３ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにやり方を説明している。
20 ３２分１８ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにやり方を説明している。
25 ３２分２３ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにやり方を説明している。
30 ３２分２８ ◎ P3 ○ S4 ＰがＳにやり方を説明している。
35 ３２分３３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
40 ３２分３８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
45 ３２分４３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
50 ３２分４８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
55 ３２分５３ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
60 ３２分５８ ○ P5c ○ S5c 一緒に作業をしている。
5 ３３分０３ ○ P1 ○ S1 一緒に画面を見ている。

10 ３３分０８ ◎ P13a ○ S9 Ｐが材料を探し、Ｓが見ている。
15 ３３分１３ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
20 ３３分１８ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
25 ３３分２３ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
30 ３３分２８ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
35 ３３分３３ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを貼っている。
40 ３３分３８ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを貼っている。
45 ３３分４３ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
50 ３３分４８ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
55 ３３分５３ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを切っている。
60 ３３分５８ ◎ P5c ○ S5c Ｐが材料を持ち、Ｓがテープを貼っている。



３．時系列の違い（特性） 

 

 親子の時系列の変化についての事例を次に示す．この表でも，親子について，いろいろ

な系列があることが明らかになった．（論文，眞喜志悦子「『動く紙おもちゃ作り』の親子

の共同作業の映像分析と行動のコード化  ～一連の作業プロセスのデータ処理～」より） 

 

（１） 活動プロセス表 

   

    



 

 

行動カテゴリーを用いて，各親と子どもの行

動をコード化し，活動原簿表を作成し，それ

を時間的にどのように親子の関係が変化する

か，調べるために，時系列表（活動プロセス

表）を作った．親子の各組の例を示したが，

同じ時間（提示・指示が同じ）でも，親子に

より，その活動の違いが明らかに出ていて，

行動分析のパターン化が可能である．さらに，

その活動プロセスの中で，親と子どもの活動

の様子が時間的なプロセスで調べられる． 

 

（２）行動カテゴリーの出現頻度 

 論文「『動く紙おもちゃ作り』の親子の共同

作業の映像分析と行動のコード化～一連の作

業プロセスのデータ処理～」で報告したよう

に，各行動カテゴリーの親子別の出現頻度を

調べてみると次のようになる． 

親と子どもの行動コーどの出現頻度は，表

の○印に示すように，親子にそれぞれの特徴

がある．とくに，親の特徴が子どもの活動に

関係してくることが多い．その特徴として， 

・ 親が主体的に進める． 

（親が提示を見て，自分で作業をする．

子どもはこれについていく．） 

・ 親子が共同（共同作業）で作業をする． 

・ 親が提示，説明（子どもに常に指示を

与える）を中心に活動する． 

・ 親が説明，作業をバランスよく活動す

る．（親の説明作業と子どもの活動が相

互にある．） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｐ）親の行動カテゴリーのコード出現頻度表

Aの親子 Bの親子 Cの親子 Dの親子 Eの親子 Aの親子（％） Bの親子（％） Cの親子（％） Dの親子（％） Eの親子（％）

P1 45 19 73 2 10 15 7 20 1 5

P2 3 13 7 9 1 5 2 5

P3 23 30 36 107 43 7 11 10 49 23

P4 3 12 8 5 1 4 2 3

P5ーA 104 19 37 30 17 34 7 10 14 9

P5ーB 14 3 4 2

P5ーC 69 120 30 14 26 22 43 8 6 14

P6 5 26 3 1 2 7 1 1

P7 1 13 36 17 30 5 10 8 16

P8 1 4 2 1 1 1 1

P9 17 6 73 41 30 6 2 20 19 16

P10 1 1 3 2

P11 2 1 3 1 2

P12 3 2 1 1

P13a 33 23 1 2 4 11 8 1 2

P13b 2 1 1 1

P14

× 5 13 17 2 5 5



 

 

 これに対し，子どもの作業には特徴があり， 

・ 子どもが主体的に活動をする．親がこ

れを見守っている． 

・ 子どもが親や提示の指示に従って活動

する．（消極的） 

・ 子どもと親と協力し合って活動（共同

作業） 

と分けることが多い．このような活動を明

らかにする行動カテゴリーを授業分析でどの

ように利用するかが，今後の課題である． 

 

４．クロス関係による違い 

 

論文「行動カテゴリーの相互の関連表の作

成と親子の関係の比較分析」によるように，

親子の行動カテゴリーのクロス関係の出現頻

度を求めると，相互の行動の違いが出てくる． 

クロス関係は，すでに新城愛他「行動カテゴ

リーの相互の関連表（クロス）の作成と親子 

の関係の比較分析」で説明したように，親子 

の活動の特徴をよく表している．とくに，ク

ロス表の中で，分布が集中していて，そのパ

ターンで活動の傾向を知ることができる．た

とえば，親子の共同作業のパターン，親が説

明，提示型のパターン，子どもが主体的活動

のパターン，親が主体的活動のパターンなど

に分けられる． 

まだ，事例数は少ないが，このパターン化

は，表に示すように明らかな方向性をもって

いて，今後さらに多くの事例でその汎化を進

める必要がある．一方，このクロス関係から，

さらに細部の分析も可能であるが，今回は年

齢，教育環境，その他のプライバシーに関連

するため，この点を配慮し，パターンまでの

研究にとどめた． 

（尚，今回の試行研究にあたって，親と子ど

もに，映像等の公開の許可を得ている．） 

 

 

 

 

 

（Ｓ）子供の行動カテゴリーのコード出現頻度表

Aの子供 Bの子供 Cの子供 Dの子供 Eの子供 Aの子供（％） Bの子供（％） Cの子供（％） Dの子供（％） Eの子供（％）

S1 28 2 26 2 9 9 1 7 1 5

S2 7 6 7 1 2 2 2 1

S3 2 7 1 2

S4 14 36 24 62 21 5 13 7 28 11

S5ーA 15 30 162 99 62 5 11 45 45 33

S5ーB 19 1 29 26 41 6 8 12 22

S5ーC 63 130 26 14 21 20 46 7 6 11

S6 4 16 2 14 1 4 1 8

S7 8 2

S8 11 15 3 5 4 4 1 3

S9 72 15 18 4 5 23 5 5 2 3

S10 1 3 1

S11 1

S12 2 2 3 1 1 2

S13a 37 13 6 1 1 12 5 2 1
S13b 2 1
S14

× 50 27 15 6 1 16 10 4 3 1

（親・子の各列の中で，特に多い項目にＯＥＰ） 



Ａ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 6 3

S2 1 1

S3

S4 3 1

S5a 1 2 1 1

S5b 1 3 1 1

S5c 20

S6

S7

S8

S9 4 1 13 4 1 1

S10

S11

S12 1

S13a 1 3 7

S13b

S14

S× 2 11 1 1 1

Ｂ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1

S2 1

S3

S4 1 1 5 1 1 2 1

S5a 2 2 1 1 1 1 2

S5b

S5c 1 2 1 40 1

S6 1

S7

S8 2

S9 2 1 1 1

S10 1

S11

S12

S13a 1 1 1 1

S13b

S14

S× 2 1 4 2

Ｃ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 4 1 1 1

S2 1 1 1

S3 1 1 1

S4 5 1

S5a 12 2 3 2 1 4 4 13 1 3

S5b 1 1 2 2 2

S5c 7

S6 1 2 1 1

S7 1 1

S8 1 1 1

S9 1 2 1

S10

S11

S12 1

S13a 1 1

S13b

S14

S× 1 1 1 2

Ｄ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 1

S2

S3

S4 27

S5a 15 6 5 19

S5b 7 5

S5c 6

S6 1

S7

S8 1

S9 2

S10

S11

S12

S13a

S13b

S14

S× 1 1

Ｅ親・子の行動クロス表(％表示）
子　　　　親 P1 P2 P3 P4 P5a P5b P5c P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13a P13b P14 P×

S1 5

S2 1

S3

S4 1 1 6 1 1 2 1

S5a 1 10 5 1 5 1 10 2

S5b 2 4 3 2 3 6 2

S5c 11 1

S6 2 2 1 3 1

S7

S8 2 1 1

S9 2 1 1

S10

S11

S12 1 1

S13a 1

S13b 1 1

S14

S× 1

 

（注）行動カテゴリーの各項目の表上の位置

を変更すれば，図中の分布の位置関係の様子

も変わる． 

 しかし，一つの方向性をもって存在してい

ることには変わらない．（今後，行動カテゴリ

ーの大枠を決める必要がある．それには，さ

らに多くの事例を用いて検討すべきである．） 

また，行動分析の研究の手順としては，次

のようである．（研究プロセスのまとめとし

て） 

一連の研究から，今後このような授業研究

も必要になると考えられる． 

親子の行動カテゴリーの時系列，行動カテ

ゴリーの出現頻度，クロス関係には，それぞ

れ違いがあり，それぞれが特性をもっている．

この特性を見て，どのような親子関係かは，

その提供された共同作業の内容によって違う

であろうが，この少数例でも，1 つの特色の

あるパターンが考えられる． 

 次にパターン例についてまとめる． 

①分布パターン（出現頻度） 

②時系列パターン（プロセス表） 

③クロスパターン（親子の相互の関係） 

などの多数の事例の分析が必要である． 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 

親子の行動において，行動カテゴリーの集

計（各項目），時系列，クロス処理などについ

て，それぞれの親子で違いがあることがデー

タ的に明らかになってきた． 

このことは，このような行動カテゴリーの

構成およびそれを用いた行動のコード化し，

各種の授業，教師，児童等の行動分析の可能

性が明らかになってきた． 

とくに，集計，クロス処理では，多様な分

布のパターン，さらにその内容の具体的な傾

向が判断でき，今後，そのパターンの類型化

が必要となってきた．そのためには，さらに

多くのデータの収集とその分析が必要となる． 

また，授業分析での利用においては，行動

カテゴリーシステムの授業分析用の分類項目

のカテゴリーの構成の研究が必要となり，今

後の研究課題でもある． 

 今回の研究には，沖縄女子短期大学の多様

な支援・協力をいただき，また，実践での岐

阜女子大学，水野政雄氏，とくに根間ヒデ子

氏には沖縄での親子や教師への案内，学生の

共同研究実践に大変お世話になり，ここに厚

く感謝の意を表します． 
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